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１．前言
日中両国の言語はどちらも漢字を使用し，
語彙の上からも多くの同じ，或いはよく似た
部分がある。これは日本人学生が中国語を学
習する際にある程度の便宜を与える。しかし
同時に，この種の便利さは日本人学生が中国
語を学ぶ上での非常に大きな障害にもなって
いる。というのも，同じ或いはよく似ている
ので，始めたばかりの時は中国語を外国語と
見なして学ぶことができない日本人学生が多
いからである。また，次のように言うことも
できる。多くの日本人学生は中国語を学ぶ原
動力が足りず，いったん困難にぶつかると，
簡単に自己否定してしまい，とたんに消極的
になってしまう。どのように正確に，両言語
間の相違を認識させるか，負の転移を減らし，
母語の正の転移を増やすか，これはつまり我々
中国語教師が真剣に考慮すべき一つの大きな
問題なのである。
２．理論背景
新中国の対外漢語教学は正式には１９５０年に
はじまったが，本当に対外漢語教学を一つの
学科として見なすようになったのは，それか
ら二十年後の１９７８年である。その後，対外漢
語教学界の学者と教師たちは，教学の基礎に
実践経験を加えつづけ，理論を翻訳紹介した
り研究を深めたりして，対外漢語教学に活力
あふれた状況を生み出した。現在，対照分析，
偏誤分析，中間言語仮説，インプット・アウ
トプット仮説，互動仮説，コントロールモデ
ル，文化適応モデル，相談処理モデル，及び
普遍語法仮説など，対外漢語教師が理解しな
ければならない基本的な概念はすでに成立し
ている。よりよい解釈のために，我々はこ
れからある問題について討論するつもりであ
る。それは第二言語習得と関連している。
中間言語（interlanguage）とは学習者が
目標言語（target language）を学習する過
程において，作り上げる一連の言語産物（a
set of utterances）の集合である。この言語
産物の集合は以下のいくつかの特徴を備えて
いる。
一， それは厳格な言語体系ではなく，自
分独自の体系を具えており，人物・時
間・場所などによって多少の変化があ
る。
二， それは学習者が目標言語の音声・語
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彙や文法体系によって表そうとした産
物であるが，既に目標言語とは異なり，
学習者の本来具えている言語体系（母
語及び学んだことのあるその他の言語
も含む。ただし，習熟度は問わない）
とも違ってしまっている。
三， それは固定された体系ではなく，絶
えず移行し変化するもので，異なった
段階で異なった状態を見せるため，予
測性と修正性を具えている。
四， それは完全に間違った表現の集合体
や中間言語の発展とは決していえず，
内在要因（例えば学生の学習動機，既
にある言語知識，言語に対する理解能
力など）の影響，外部要因（例えば新
しい言語知識のインプット，教師の指導，
言語環境など）の影響を受けている。
中間言語の中に出現する，いわゆる目標言
語は普通一致した誤用ではなく，我々はその
ことを中間言語の言語偏誤（learners errors）
と呼ぶことにした。これら言語偏誤の分析に
ついては，言語偏誤分析（error analysis）
と呼ぶことができよう。言語偏誤を形成する
原因は多く，その中の一つ，非常に重要な原
因が言語転移（language transfer）である。
言語転移（language transfer）について，
我々は Terence Odlin１９８９年の定義を採用
したい；「転移とは，目標言語とそれまでに
学んだあらゆる言語（まったく精通していな
いかもしれない）との間にある類似性と差異
の影響によって形成される」（Transfer is the
influence resulting from similarities and
differences between the target language
and any other language that has been pre-
viously（ and perhaps imperfectly） ac-
quired.）。
言語転移，誤用分析，中間言語理論は理論
発展史上前後関係があるが，もちろん言語転
移であれ誤用分析であれ，中間言語研究の分
析方法にいたるまで，我々の考えでは，中間
言語の誤用を分析するのに有用で，互いに矛
盾がないのであれば，なんでも使用し，どの
理論体系にも属す必要はないと考えている。
３．言語転移と語順偏誤
３－１．語順と類型学
アメリカの言語学者 Joseph H．Greenber
は１９６３年に有名な一本の言語類型学に関する
論 文「Some Universal of Grammer with
Particular Reference to the Order of Mean-
ing Elements（「ある主要な語順に関する語
法の普遍的な現象」）」を発表した。論文では，
例えば主語・動詞及び目的語の相対的な語順
から考察すると，自然言語には理論上六つの
タイプが出現すると指摘している。つまり，
SOV，SVO，VSO，VOS，OVS，OSVである。
半世紀以来，この六種類の語順タイプをめぐっ
て関連する討論が多く行われてきた。現在，
一般には英語は典型的な SVO，日本語は典
型的な SOVに属していると認識されている。
だが中国語はどのタイプに属しているのか，
大きな論争となっており，ある人は SVOに
属すと言い，ある人は SOVに属すと考えて
いる。また現代中国語は既に SOV型の特徴
を持つが，SVO型の構造に基づいていると
いう人もいる。
もし考察する範囲をさらに拡大したならば，
我々は英語に代表される SVO型言語と日本
語に代表される SOV型言語，及び論争され
る中国語のある種の語順上に興味深い，錯綜
した複雑な鏡像（mirror image）関係が表
れていることに気がつくだろう。
たとえば，
動詞＋目的語 目的語 ＋ 動詞
英語 eat green tea over rice
中国語 吃
日本語 お茶漬け を 食べる
Ａ．動詞＋目的語（VP）
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ここから，具体的な語順において，中国語・
日本語・英語の対応関係は想像したほどに簡
単ではないことが見てとれるだろう。本論で
は，我々は類型学の大きな問題には触れない。
我々の関心は具体的な語順の問題及びそれに
関連する教学上の問題だからである。以下，
我々は具体的な実例を通して，日本人学生を
教える際に生じる語順の問題について見てい
きたいと思う。
３－２．実例一：文中における時間詞の語順
偏誤
中国語の時間詞は文中での位置が日本語と
基本的に一致しているが，英語とは異なって
いる。たとえば，「（ａ昨天）我（ｂ昨天）
。」というこの文の中の「昨天」
は中国語の語順配列では二つの位置が考えら
れる。一つは文頭ａ，もう一つは主語の後で
動詞の前であるｂである。
この文を日本語に翻訳すると「昨日」は日
本語の文中でも二つの位置に考えられる。
「ａ．文頭：昨日私は図書館へ行きました。；
ｂ．主語の後で動詞の前：私は昨日図書館へ
行きました。」つまり日本語の時間詞の文中
での語順は中国語とは完全に同じである，と
言うこともできよう。
これと異なるのが英語の語順である。英語
の時間詞も文中には二つの語順が考えられる。
「ａ．文頭：Yesterday， I went to the li-
brary．；ｂ．文末：I went to the library yes-
terday．」中国語，日本語と比べると，完全
に異なった英語の語順配列は，ｂ．文末である。
時間詞の文中での位置は日本語と中国語で
は完全に同じなので，我々が初めに予測した
のは，日本人学生が中国語の時間詞の語順を
学習する際，決して大きな問題は生じないだ
ろうということであった。しかし非常に興味
深いことに，日本人学生がこの文法案件を学
習していると，明らかに多くの問題が出現し
たのである。
我々はかつて北星学園大学で中国語を学ん
でいる１５３名の二年生にテストを実施したが，
そのうち１２２名がこの問題で異なったレベル
の誤答をし，総誤答率は７９．７％に達した。こ
れは我々にとっても予測の範囲を非常に超え
るものであった。
次に，我々が行ったアンケート調査の具体
的な状況を紹介しよう。
中国語時間詞の文中での語順問題に対して，
我々は三種類の問題を設定した。
一， 配列（バラバラに出された単語を，
正確な文の順序になるように並べ替え
る も の。例：「了／我／和／昨 天／
／去／他。」正解は「我昨天和
他去 了。」）
二， 選択（ａ，ｂ，ｃ，ｄ四つの選択肢
から，与えられた単語の正しい位置を
探す。例：「（昨天）： ａ做 ｂ作
ｃ了 ｄ？」 正解はａ）
三， 翻訳（日本語を中国語に翻訳する。
例：「私は２年前に中国に行ったこと
があります。」正解は「我 年前去
中国。／ 年前我去 中国。」）
具体的な資料は下の表１を参考にしていた
だきたい。
連体修飾語 ＋ 中心語 中心語 ＋連体修飾語
日本語 お茶漬け の 味
中国語 的 味道
英語 The taste of green tea over rice
P ＋ NP NP ＋ P
英語 with spoon
中国語 用
日本語 スプーン で
Ｂ．名詞と連体修飾語（NP）
Ｃ．介詞／後置詞フレーズ（PP）
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表１ 時間詞の語順誤答統計（北星学園大学二年生）
ほかにも，この問題を解答した学生たちに
興味深い対策が見て取れた。ある学生は英語
と同じ語順を採用し，我々はそれを誤答と記
録した。ある学生は直接回避ストラテジー
（avoidance strategies）をとり，簡単に回
避して記した。具体的な資料は表２を参考し
ていただきたい。
表２ 語順誤答タイプの統計（北星学園大学二年生）
翻訳は三種類の中で最も間違いが多く，こ
れに対しては回避ストラテジーをとる学生の
割合も最高であった。これはおそらく問題の
難易度とも関連があるだろう。
同じ問題を，我々は北海道大学の一年生に
も実施した。総誤答率は４６％で，具体的な資
料は以下の通りである。（表３）
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表３ 時間詞の語順誤答統計（北海道大学一年生）
北海道大学の学生は回避ストラテジーをと
る者は非常に少なかった。
我々が最も興味を抱いたのは，日中両言語
が時間詞の語順配列上，本来は完全に一致し
ているにもかかわらず，なぜこのような誤答
が生じたかということであった。また誤答率
がなぜ高いのか。
さらに一歩進んで誤答の原因の所在を明ら
かにするため，我々は１回目のアンケートを
基に２回目のアンケート調査を実施した。調
査対象は１回目に間違えた学生たちで，調査
した内容は，「中国語と日本語の時間詞は語
順上，本来は同じであるのに，あなたはどう
して１回目のアンケート調査で間違えたので
すか？」で，回答は選択肢になっており「Ａ．
中国語と日本語の語順が同じだと知らなかっ
たから。Ｂ．中国語と（ ）語の語順が
同じだから。Ｃ．どう答えていいか分からな
かったので，そう書いた。Ｄ．そのほか」で
ある。結果は以下の通りである。（表４）
表４ 語順誤答原因の調査（北星学園大学）
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Ｂを選択した者は全員，空欄に英語と記し
た。Ｄの選択には，主に三つの答えがあった：
ａ．特に理由はない，ただ感覚に従った；ｂ．
おそらく以前にこのような文を見たことがあ
る；ｃ．どうしてか分からない。
以上の調査資料から分かることは，我々は
日本語の語順規則がこれらの点において正の
転移を生じていない，とははっきり分からな
いということである。表４の資料の中で，我々
は間違った根本的な原因を見つけ出すことは
できなかったが，次のように解釈することは
できるだろう。
一，学生はこの文法案件に対して完全に理
解していない（Ｃを選択したことと関
連している）。
二，先生はこの文法案件における，日中両
言語の語順配列の一致性を重点的に強
調していない。もしくは教師は説明し
たのだが，学生自身が真面目に聞いて
いなかった。（Ａを選択したことと関
連する）
三，英語の影響を受けた。（北星学園大学
の学生でＢを選択したのはたった１９名
であった。しかし面白いことに，北海
道大学で誤答した学生たちのうち１１名
は直接英語の語順に影響されたと回答
し，２名が理由は分からないと答えた。
（北海道大学では誤答の原因を直接面
接して尋ねた））。
四，主なデータは主語と動詞であって，時
間詞は二次的なものであったため，時
間詞は文末に置かれた。
３－３．実例二：共格介詞句の語順偏誤
中国語の共格介詞句はそれ自体の語順は日
本語とは反対であるが（３．１の cを参考さ
れたし），共格介詞句の文中における語順は
日本語と同じである。つまり，共格介詞句を
一つのかたまりとして見ると，文中の位置は
主語の後ろで動詞の前になり，やはりこの点
で英語とは異なっている。例えば，「我
一去。」日本語：「私はあなたと一緒に行
きます。」英語：「I go with you．」この種
類の語順問題について，我々は三種類のタイ
プの問題でアンケート調査を行った。
一， 配列（バラバラに出された単語を，
正確な文の順序になるように並べ替え
るもの。例：「了／我／和／昨天／
／去／他。」正解：「我昨天和他
去 了。」）
二， 選択（ａ，ｂ，ｃ，ｄ四つの選択肢か
ら，与えられた単語の正しい位置を探
す。例：「（和朋友）： 他ａ去ｂ看ｃ
棒球ｄ比 ｅ。」正解ａ。）
三， 翻訳：「あなたは誰と一緒に行きま
したか？」 正解は「 是和 一去
的？」。
以下，具体的なデータを見てみよう。
（表５）
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表５ 共格介詞句語順の誤答統計（北星学園大学）
この句の誤答率は明らかに非常に少ない。
配列の５例の誤答はすべて文末に置いてあっ
た。選択の４５例の誤答中１４人は eを選択，つ
まり文末を選んだ。その他の３１人は b，c，d
のどれかを選んだ。翻訳の誤答４６例中，３１人
が共格介詞句を文末に置き，１５人が介詞を削
除した。
北海道大学の２８名の学生で配列を間違えた
者は一人もおらず，選択では５人が間違い，
全員が bを選んだ。翻訳問題はテストして
いない。
一般常識から言うと，この文法案件は実例
一の文法案件よりいささか難しい。というの
も，先の文法案件には二例とも「昨天」とい
う単語があり，一例には「 年前」という句
があって，この文法案件には介詞句だからで
ある。実際，この文法案件に表れた誤答は，
先の文法案件よりもずっと少ない。ここでは，
言語転移（日本語を母語とする正の転移と英
語の負の転移）が作用しているのかどうか，
我々は現時点でははっきりした結論を下すこ
とはできない。
ただ文法上から考えると，次のように解釈
することができるかもしれない。共格介詞句
と核となる動詞の関係は比較的ゆるやかで，
動詞の配価（value）とは関係ない。この角
度から見れば，我々はこうも言えるかもしれ
ない。文の核となる動詞とは比較的近く，動
詞の配価に属する連用修飾語は文の核となる
動詞よりも比較的遠い，また動詞の配価に属
する連用修飾語より負の転移の可能性が低い，
と。
３－４．実例三：比較文における比較項の語
順偏誤
比較文における比較項は，中国語では決し
て唯一の表現形式というわけではない。中国
語は介詞句を用いた方法で表現することがで
きる。例えば，「我比 高。」はより複雑で
動詞と結合した複合形式，例えば，「和 相
比，小李要更高一些」を用いることもできる。
介詞句の表現は比較的簡単で，比較文を教え
る時にはまずここから教えなければならない。
日本語の比較文では，「私は彼女より背が
高い。」のように，格助詞は後置詞で中国語
とは異なっている。しかし前置詞（介詞）で
あろうと後置詞（格助詞）であろうと，構成
する句はすべて動詞の前であり，「I am higher
than her．」のように英語の介詞句が文末に
置く表現であるのとは異なっている。
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それではこのような文法案件は学生が習得
する中でどのような誤用が生じるのであろう
か。ここにおいて，我々は一つのアンケート
を実施した。アンケートの方式は一種類のみ
で，日本語を中国語に翻訳するものである。
実例；日本語を中国語に訳しなさい。「彼
は洋食より和食の方が好き」。参考解答は
「和西洋料理相比，他喜 日本料理」。
ここで我々が一言説明しなければならない
のは，このような複合形式の比較文は，我々
の授業ではまだ教えていないということであ
る。そのためこのアンケート調査は，学生た
ちが簡単な比較文を学んだ後で比較的複雑な
比較文に出会った場合どのような方策をとる
かを，また同時に言語転移の影響（日本語或
いは英語）が表れるかどうかも見てみたかっ
たのである。
以下は我々が目にした具体的なアンケート
結果である。この文法案件の誤答率は１００％
で，北星学園大学の１５３人のうち一人も正解
はなかった。北海道大学２８人も全員誤答した。
学生たちが解答する際にとった方策もバラバ
ラで，あっさり放棄する者（回避ストラテ
ジー）もいれば，一種の訓練上の転移（trans-
fer of training）を行う者，比較文と「比」
という語を対等に取り扱う者などである。英
語や日本語の言い方を参照する者もいたが，
どの表現方法を参照しようとも，すべて中国
語の「比」を使用しており，しかもその「比」
は比較項の前に置かれていた。下の表６，参
照。
表６ 比較文における比較項の語順偏誤
大多数の学生は翻訳する時に，次のような
二種類の語順を採用した。一，「他喜 吃
（直接「好」と書いた者もいたが，これは日
本語で「好き」という意味である）日本菜比
西洋菜。」 二，「他和食比洋食好（「喜 」や
「 」を使った者もいる）。」
どちらであれ，比較関係は両方とも間違っ
ている。これはこの文法案件が語意的な関係
では比較的単純明瞭であるため，教学におい
ても比較文の表現形式は力を入れて講義され
ているのだと説明することができよう。
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４．習得・教学と偏誤分析
４－１．外国語の習得は一つの複雑な工程で，
その中でも内在・外在要因に大きく関
わっている。
内在要因とは，学生の学習動機，学習熱意，
学生が既に有している言語知識，知識水準，
理解能力などのことである。外在要因とは，
教師の教授技巧，教室の雰囲気，クラスメー
ト間の相互作用や影響，教材の難易度，練習
計画などである。どの要因もすべて学生の学
習効果に影響を与える。そのため，教師は教
学において毎回すべての授業で入念に計画し，
周到に準備し，絶えず自らを向上させ，己の
知識構造を新しくしなければならない。
現在，国家 は 言教学理念的
（国際先進言語教学理
念の対外漢語教師養成モデル）を制定し，５
P教学法を提唱した。５Pとは，内容のヒン
トを与える，教師が詳しく講義する，案例を
分析する，模擬練習をする，成果を展示する，
の五つで，それぞれについて対外漢語教師に
新しい挑戦を行い，新しい教学モデルを本当
に身につけるよう要求，すべての教師は必ず
自ら努力し，ふさわしい時と場所，及び学生
たちに最適な方法とやり方を探し求めなけれ
ばならないとしている。
４－２．学生の，中間言語に出現する偏誤は
多種多様である。
偏誤分析も同様に一つの複雑な工程である。
偏誤分析において，先入観は必ず避けねばな
らないし，客観的な事実から出発して，丹念
にアンケート案を計画，その後で比較的科学
的な結論を得ることができよう。我々が今回
行ったアンケート調査の収穫は大きいと言え
ようが，失敗も多かった。失敗の原因は大き
く分けて二つある。
第一に，我々はまず小さな範囲（２８名の北
海道大学の学生） を調査したことにより，
先入観を生じさせてしまったことである。言
語を越えた言語転移が存在する，つまり英語
の負の転移が存在すると認識してしまったの
である。それで慌ただしく調査範囲を拡大し
たため，それほど良い２回目のアンケート案
を設計できなかった。
第二に，調査案がいささか分散し，多くの
予想外の要素にまで波及してしまったことで
ある。例えば，二つの調査案を一つの文中に
入れてしまったり（配列問題の「昨天我和
他去 了」），選択例を複雑にしすぎた
り（選択問題の「他和朋友去看棒球比 」で，
述語部分に連動句構造を採用した），偏誤原
因を緻密に調査できるものではなかった，な
どである。
けれども，このアンケート調査は完全な失
敗とも言えない。成功した点として多少予想
外ではあったけれども，我々は非常に大きな
収穫を得たのである。具体的には以下の通り
である。
第一に，我々は中間言語に出現するそれぞ
れの偏誤を知った。その原因はすべて決して
単純ではないということ，偏誤の出現は多く
の原因にひきずられており，たとえば学生自
身の知識水準と学習に対する積極性の違い
（北海道大学と北星学園大学のアンケート調
査に出てきたデータの違い），問題の難易度
（翻訳問題の難易度が最も高く，偏誤の出現
率も最高であった），さらにはアンケートの
中身そのものの設計や配列が与えた調査結果
への影響（例えば配列問題で我々は実際に２
問提示し，２番目の文の配列は次のようであっ
た。「 ？」正解
は「 ？」この文で誤
答した学生は最初の配列問題よりもずっと多
かった。８９人が間違ったが，うち８８人が誤
答，１人が回避であった。実際の回答結果か
ら見ると，「下个星期天」という単語は「昨
天」よりも難易度が高く，それが原因の一つ
であろう。アンケート自体もこの語が文末に
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置かれていたことが，或いは誤答の原因の一
つになったかもしれない）。
第二に，偏誤分析は人・場所・調査案と調
査方式などの違いで異なってくるということ
である。これは言語転移・偏誤分析・仲介言
語分析など第二言語習得理論と方法が，絶え
ず否定され更新されているのが原因の一つで
あろう。しかしどのように言おうとも，実地
調査と分析を行いさえすれば，必ずある程度
の新しい認識と収穫を得るはずである。
第三に，学生が中間言語を生み出す時，大
脳の活動は多方位に渡っており，一人一人が
採用した方策もすべて異なり（もちろん共通
性はあるが），甚だしい場合には各問題で採
用した方策がどれも統一されておらず，多種
多用なやり方が同時に用いられているものさ
えある。したがって，中間言語の分析は研究
手段と方法を絶えず更新していかねばならな
いだろう。
４－３．言語転移並びに偏誤を生み出さない
唯一の原因，偏誤を作り出す重要な原因。
我々が今回行った調査は，英語の負の転移
が実際に存在していると証明するだけのデー
タを示すことはできなかったが，興味深いこ
とに，直接中・日・英三カ国語の構造を対比
して学生たちに説明したところ，大多数の学
生が自分は英語の影響を受けたのだと言った
のである（北海道大学の学生がこれらあては
まる）。またさらに興味深いのは，北星学園
大学のアンケート結果で，４名の学生が直接
英語を用いて翻訳したのである。例えば，
「我去了中国 年 ago」，「他喜 日本 than
西洋 」（この４名はすべて英文学科）。これ
らの事実は英語の負の転移の影響が確実に存
在していることを否定できないことを示して
いる。
ここから分かるのは，この種の偏誤の発生
は多言語の転移によって作り出されたという，
少なくとも一つの原因が考えられよう。この
ような負の転移を生み出すさらに深い原因は
日本人学生のいわゆる「外国語」への認識が
源であると思われる。日本人学生が最も早く
接触する外国語は英語である。日本人の「中
国語も外国語である」という客観的，科学的
な認識は前世紀の５０年代に明確に発言されて
いる。（安藤彦太郎・１９８８）そのうえ，今日
にいたるまで，非常に多くの学生が中国語に
対する不正確な認識をもっている。初級段階
のある時期では英語（彼らにとっての「外国
語」）を用いて「創造」する。このため，我々
は中国語の最初の段階を教えるにあたっては，
必ず彼らに「中国語も外国語である」と告げ，
彼らに中国語を外国語とし学ぶべきものであ
ると，一種の科学的な認識による重要性を語
らねばならないのである。
４－４．三言語の語順偏誤の現象から，日本
人学生が中国語を学習する時に言語転
移の影響を受けることを軽視してはい
けないという事実について。
これらの現象に対して，我々は日本人学生
に初・中級中国語を教える際には，以下のい
くつかの問題について注意しなければならな
いと考える。
一， 異なった言語間の差異を正確に認識
する。中国語と日本語間の問題だけで
はなく，学生がもともと有している他
言語の知識とも関係する。日本の中国
語教学について言えば，中国語は日本
人学生によれば本当に意味での第二言
語ではなく，第二外国語もしくは第三
外国語なのである。そのため授業中に
各言語間の差異を正確に認識して，学
生に中国語をよりよく理解させること
は疑いもなく大切な点である。
二， 日中両言語の共通性を適宜利用して，
母語の正の転移を増大させる。中国語
と日本語は異なった部分かがたくさん
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あるのは間違いないが，同じ部分も少
なくない。同じ部分を学生に告げれば，
学生の学習負担も軽減されるだろうし，
相違点を学生にしっかり告げれば学生
が学習する時に母語の負の転移を受け
るのを減少させる手助けになるだろう。
三， 言語転移によって生み出される偏誤
を正確に分析し，客観的に学生の学習
成果を評価すれば，学生が言語知識を
獲得し正確に運用するのによりよい手
助けになるであろう。ある種の間違い
は偏誤によって作り出されたかどうか
は結論を出しにくいが，学生にそういっ
た転移の可能性があることを伝えるこ
とによって，関連する言語知識を学生
が獲得する手助けになるだろう。彼ら
に客観的に自分の生み出した中間言語
を認識させることもできよう。言語転
移の理論も，教学中に出現するすべて
の問題点を正確には予測しえないが，
少なくとも我々がより客観的に，全面
的に中間言語現象を認識する手助けと
なるにちがいない。
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［Abstract］
Language Transfer and Word Order Errors
Noriko YAMAMOTO
Changji JIN
Language transfer plays a very important role in the process of learning a foreign lan-
guage as a second language. Language transfer can be divided into two types, namely, posi-
tive transfer and negative transfer. In this paper we will focus on the analysis of word or-
der errors that Japanese students tend to make when they learn Chinese. This paper dis-
cusses three types of word order errors as follows, that is, in relation to the use of：tempo-
ral words or phrases, prepositional phrases and comparative expressions. The authors as-
sert that language teachers should have a sound knowledge of a variety of languages, and
that they should also be able to analyze the errors that students make correctly. Correct
linguistic analysis can help us make the teaching of foreign languages more successful.
Key words： Language Transfer，Word Order，Error Analysis，Language Acquisition
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